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質
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一
二
） 

答

弁

第

一

二
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衆
議
院
議
員
小
川
国
彦
君
提
出
霞
ケ
浦
漁
業
補
償
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 
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衆
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八
〇
第
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二
号 

昭
和
五
十
二
年
四
月
十
二
日 

衆

議

院

議
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殿 

内
閣
総
理
大
臣 

福 

田 

赳 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
小
川
国
彦
君
提
出
霞
ケ
浦
漁
業
補
償
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

水
資
源
開
発
公
団
（
以
下
「
公
団
」
と
い
う
。
）
が
、
霞
ケ
浦
開
発
事
業
に
係
る
漁
業
補
償
と
し
て
支
払
つ
た
額

は
、
霞
ケ
浦
北
浦
海
区
に
お
け
る
漁
業
（
外
浪
逆
浦
に
お
け
る
漁
業
で
常
陸
川
漁
業
協
同
組
合
に
係
る
も
の
を

除
く
。
）
に
つ
い
て
は
七
十
七
億
五
千
万
円
、
そ
の
他
の
内
水
面
に
お
け
る
漁
業
（
外
浪
逆
浦
に
お
け
る
漁
業
で

常
陸
川
漁
業
協
同
組
合
に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
五
十
六
億
六
千
万
円
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

常
陸
川
漁
業
協
同
組
合
の
組
合
員
数
は
、
公
団
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
四
百
三
十
人
で
あ
つ
た
が
、

専
業
者
と
兼
業
者
の
内
訳
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。 

ま
た
、
同
漁
業
協
同
組
合
に
公
団
が
漁
業
補
償
と
し
て
支
払
つ
た
額
は
、
四
十
五
億
円
で
あ
る
。 



四
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
支
払
は
、
各
漁
業
協
同
組
合
ご
と
に
行
わ
れ
て
お
り
、
個
々
の
組
合
員
へ
の
配
分
は
す

べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
業
協
同
組
合
の
内
部
に
お
い
て
処
理
さ
れ
て
い
る
の
で
、
組
合
員
ご
と
の
配
分
額
に
つ

い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。 

波
崎
共
栄
漁
業
協
同
組
合
の
組
合
員
数
は
、
公
団
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
百
二
十
五
人
で
あ
つ 

 

た
。 公

団
は
、
常
陸
川
漁
業
協
同
組
合
に
対
し
て
は
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
二
十
七
日
及
び
昭
和
五
十
年
一
月
三

十
一
日
に
、
波
崎
共
栄
漁
業
協
同
組
合
に
対
し
て
は
昭
和
五
十
一
年
三
月
三
十
日
に
そ
れ
ぞ
れ
支
払
を
行
つ
て

い
る
。 

ま
た
、
同
漁
業
協
同
組
合
に
公
団
が
漁
業
補
償
と
し
て
支
払
つ
た
額
は
、
八
億
七
千
万
円
で
あ
る
。 

四 

 



八
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

な
お
、
笹
川
、
北
総
及
び
佐
原
の
各
漁
業
協
同
組
合
に
対
し
て
は
、
霞
ケ
浦
開
発
事
業
に
係
る
漁
業
補
償
の

対
象
と
な
る
常
陸
川
、
与
田
浦
等
に
お
け
る
漁
業
に
つ
い
て
、
公
団
が
、
既
に
補
償
交
渉
を
行
つ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。 

公
団
か
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
利
根
川
本
川
の
う
ち
霞
ケ
浦
開
発
事
業
に
係
る
漁
業
補
償
の
対
象
と
な
る
水

面
の
範
囲
は
、
常
陸
川
と
の
合
流
点
よ
り
下
流
の
部
分
の
み
で
あ
る
が
、
当
該
水
面
に
つ
い
て
漁
業
権
を
有
す

る
中
利
根
、
下
利
根
及
び
銚
子
西
の
各
漁
業
協
同
組
合
に
対
し
て
は
、
千
葉
県
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

を
通
じ
て
補
償
交
渉
の
申
入
れ
を
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

昭
和
三
十
八
年
に
完
了
し
た
常
陸
川
逆
水
門
建
設
工
事
に
関
し
て
は
、
国
が
昭
和
三
十
七
年
に
常
陸
川
漁
業

協
同
組
合
に
対
し
て
漁
業
補
償
と
し
て
三
百
一
万
余
円
を
支
払
つ
て
い
る
。 

五 

 



九
に
つ
い
て 

十
一
に
つ
い
て 

十
に
つ
い
て 

公
団
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三
十
三
年
か
ら
昭
和
三
十
七
年
ま
で
の
五
年
間
は
、
笹
川
漁
業

協
同
組
合
の
組
合
員
が
常
陸
川
漁
業
協
同
組
合
の
漁
業
権
に
属
す
る
常
陸
川
の
漁
場
で
う
な
ぎ
漁
業
を
行
う
こ

と
に
つ
い
て
笹
川
漁
業
協
同
組
合
と
常
陸
川
漁
業
協
同
組
合
と
の
間
で
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
つ

た
と
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
は
そ
の
よ
う
な
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
霞

ケ
浦
開
発
事
業
に
係
る
漁
業
補
償
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。 

笹
川
漁
業
協
同
組
合
の
組
合
員
が
現
在
常
陸
川
の
千
葉
県
内
の
水
面
に
お
い
て
漁
業
を
行
つ
て
い
る
こ
と
は

確
認
で
き
る
。 

笹
川
漁
業
協
同
組
合
の
組
合
員
に
係
る
ハ
ゼ
釣
り
舟
の
操
船
に
よ
る
利
益
は
、
漁
業
権
、
入
漁
権
そ
の
他
漁 

六 

 



 

七 

業
に
関
す
る
権
利
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
の
で
、
漁
業
補
償
の
対
象
と
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。 

十
二
に
つ
い
て 

千
葉
県
側
の
関
係
漁
業
協
同
組
合
に
係
る
漁
業
補
償
に
つ
い
て
は
、
鋭
意
補
償
交
渉
を
進
め
、
補
償
交
渉
の

妥
結
後
速
や
か
に
支
払
を
行
う
よ
う
公
団
を
指
導
し
て
ま
い
り
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




